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翁づ婁

ま才私か爺

湘娑妬み心ゲ

官民―体となって

緑と活力あぶれる文化都市を

　

平
成
元
年
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
大
野
市
街
地
整
備
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
恵
ま
れ
た
自
然
・
歴
史
的
遺
産
・
豊
か
な
水
を
生
か

し
た
観
光
都
市
の
再
編
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
行
政
と
民

間
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
ま
す
市
街
地
整
備
事
業
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

亀
山
公
園
整
備

　

昭
和
六
十
こ
年
か
ら
五
ヵ
年
計

画
で
進
め
ら
れ
て
い
る
亀
山
公
園

整
備
は
、
本
年
度
が
最
終
年
度
と

な
り
ま
す
。
亀
山
は
全
体
が
史
跡

と
し
て
県
の
指
定
文
化
財
と
な
っ

て
お
り
、
都
市
公
園
の
中
で
も
最

も
景
観
の
保
護
・
保
存
を
重
視
す

る
「
風
致
公
園
」
に
も
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
周
囲
の
景
観
に
調
和

し
た
公
園
造
り
に
努
め
て
い
ま
す

　

こ
れ
ま
で
遊
歩
道
の
舗
装
、
西

側
か
ら
登
る
階
段
、
大
野
丸
広
場

公
衆
便
所
、
あ
ず
ま
屋
な
ど
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
年
度
は
、
西
側
遊
歩
道
（
約

3
0
0
‐
）
の
新
設
、
城
周
辺
の
石
積

み
と
砂
利
整
地
、
広
場
の
芝
張
り
、

南
側
登
り
口
の
城
門
、
遊
歩
道
の

柵
。
西
側
駐
車
場
、
園
内
数
力
所

に
ベ
ン
チ
・
ご
み
箱
・
吸
い
が
ら

入
院
・
慕
句
阪
ｙ
没
置
き
院
ま
ｔ
。

総
事
業
費
は
。
一
億

三
千
五
百
万
円
。

▲整備された遊歩道

武
家
屋
敷
内
山
家
保
存

　

内
山
家
は
、
旧
大
野
城
下
の
武

家
屋
敷
の
中
で
比
較
的
旧
態
を
残

し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
敷
地
の
中
央
に
主
屋
と
離
れ

が
あ
り
渡
り
廊
下
で
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
道
路
際
に
は
土
蔵
が
三

棟
と
板
塀
が
続
き
、
二
ヵ
所
に
門

　
　
　
　

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す

　

内
山
家
は
火
災
で
こ

度
消
失
し
て
お
り
、
現

在
の
主
屋
は
明
治
1
5
年

に
建
て
ら
れ
た
平
入
り

の
木
造
切
り
妻
造
り
桟

瓦
葺
き
二
階
建
。
離
れ

は
大
正
か
ら
昭
和
初
期

の
建
築
と
み
ら
れ
、
数

寄
屋
風
書
院
造
り
で
す
。

　

こ
の
保
存
事
業
は
、

平
成
二
年
か
ら
三
年
計
画
で
行
わ

れ
、
昨
年
は
用
地
と
家
屋
の
買
収
、

損
傷
が
著
し
い
台
屋
の
解
体
工
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
、

主
屋
の
復
元
、
離
れ
の
補
修
、
物

置
の
新
築
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
終
年
度
で
は
、
土
蔵
補
修
、
門

と
塀
の
修
復
、
庭
園
整
備
、
駐
車

場
の
整
備
が
予
定
さ
れ
、
完
成
後

は
一
般
に
開
放
さ
れ
ま
す
。
総
事

業
費
は
、
約
三
億
円
。

▼解体される主屋
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七
間
商
店
街
振
興
組
合

　

大
野
市
街
地
整
備
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
商
店
街
活
性
化
の
た
め

に
自
ら
整
備
す
べ
き
事
業
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
結
果
、
県
が
進
め

る
ハ
イ
マ
ー
ト
2
1
モ
デ
ル
事
業
に

着
手
。
平
成
元
年
五
月
に
県
の
指

定
を
受
け
、
二
年
度
は
調
査
に
基

づ
く
計
画
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

事
業
の
第
一
段
階
と
し
て
、
商

店
街
の
環
境
整
備
に
重
点
を
置
き

　

「
朝
市
の
あ
る
街
並
み
」
「
お
城

の
見
え
る
商
店
街
」
を
イ
メ
ー
ジ

に
、
調
和
の
と
れ
た
景
観
造
り
を

目
指
し
ま
す
。

街
路
灯

　

歩
行
者
に
明
か
り
に
よ
る
情
緒

の
演
出
効
果
を
高
め
、
ス
ケ
ー
ル

が
大
き
く
、
連
続
し
て
街
路
景
観

を
か
た
ち
つ
く
る
デ
ザ
イ
ン
と
し

ま
す
。
三
十
二
ヵ
所
に
設
置
。

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

　

商
店
街
を
訪
れ
た
買
い
物
客
や

観
光
客
の
た
め
の
休
憩
施
設
。
公

衆
便
所
や
街
並
に
合
っ
た
小
公
園

な
ど
を
設
置
し
ま
す
。

石
桂
道
し
る
べ

　

街
路
景
観
を
よ
り
印
象
づ
け
る

た
め
、
御
影
石
を
使
っ
た
方
向
案

内
柱
を
交
差
点
四
ヵ
所
に
設
置
し

ま
す
。

放
送
施
設

－
ま
ま
I
－

　

来
客
者
が
「
見
て
」
「
聞
い
て
」

楽
し
み
な
が
ら
買
い
物
が
出
来
る

よ
う
、
商
店
街
に
B
G
M
や
案
内

な
ど
を
放
送
し
ま
す
。
十
八
ヵ
所

に
設
置
。

※
総
事
業
費
は
約
三
千
六
百
万
円
、

県
市
か
ら
二
千
万
円
の
補
助
金
の

交
付
を
受
け
ま
す
。

七間商店街

街
路
灯

ポケットパーク

観
光
の
新
拠
点

ぐ
1
ヶ
二
余
．
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ま
ち
な
か
散
策
ル
ー
ト
の
拠
点

と
な
る
石
灯
寵
会
館
が
市
農
業
共

済
事
務
所
跡
地
に
完
成
。

　

木
造
瓦
葺
き
二
階
建
て
、
延
べ

百
九
十
九
・
八
七
平
方
打
で
総
事

業
費
は
約
三
千
百
万
円
。
外
観
は
周

囲
の
街
並
に
合
わ
せ
て
格
子
戸
の

入
っ
た
切
り
妻
造
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

一
階
に
は
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
ギ

ャ
ラ
リ
ー
、
十
畳
の
休
憩
室
、
ト

イ
レ
が
、
二
階
は
二
十
七
畳
と
十

畳
の
和
室
が
設
け
ら
れ
、
団
体
の

観
光
客
も
休
憩
が
可
能
で
す
。

　

敷
地
内
に
は
、
ミ
ニ
庭
園
が
あ

り
市
の
木
で
あ
る
ケ
ヤ
キ
や
市
の

花
の
コ
ブ
シ
が
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
玄
関
先
に
は
自
然
石
を
使
っ

た
湧
水
井
戸
や
城
壁
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
案
内
板
も
設
置
。

　

一
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
市
内
の

観
光
写
真
や
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
も
置
き
、
イ
ベ
ン
ト

や
名
所
・
旧
跡
の
案
内
を
し
て
い

く
ほ
か
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
特

産
品
や
み
や
げ
物
な
ど
の
紹
介
も

し
ま
す
。

　

利
用
時
間
は
、
原
則
と
し
て
午

前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
休

館
は
毎
週
月
曜
日
。
詳
し
く
は
市

役
所
商
工
観
光
課
ま
で
。
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大……野jll

高等学校
▼大野東校開校式

大
野
T
一
か
ら
「
大
野
東
」
に

新
時
代
に
向
け
て
2
学
科
新
設

　

昭
和
四
ト
年
四
月
に
開
佼
し
た

県
立
人
野
1
1
業
高
校
は
、
今
年
の

四
月
か
ら
「
大
野
束
高
校
」
と
校

・
5
C
が
変
わ
り
ま
し
た
。
同
時
に
、

「
福
祉
教
養
科
」
と
「
情
報
科
学
科
」

を
新
設
、
現
在
の
土
木
科
を
「
建

設
技
術
科
」
に
変
史
し
、
機
械
科
、

電
気
科
と
八
‥
わ
せ
て
丘
学
科
丘
ク

ラ
ス
と
な
り
ま
す
。

　

県
教
育
委
‥
貝
会
は
。
女
r
生
徒

の
受
け
阻
が
少
な
い
こ
と
や
学
科

の
細
分
化
な
ど
、
地
尼
か
ら
の
要

望
に
こ
た
え
昨
年
の
六
月
県
議
会

に
諮
り
、
決
定
を
み
ま
し
た
。

　

「
福
祉
救
養
科
」
は
、
県
内
で
は

初
め
て
、
全
国
で
も
公
立
で
は
三

番
目
と
な
り
ま
す
。
福
祉
や
行
説

に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
履
修
す

る
と
、
国
家
試
験
で
あ
る
「
介
護

福
祉
卜
」
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ

ま
す
。
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
県

内
で
も
福
祉
施
設
が
多
い
大
野
心

に
と
っ
て
期
待
の
大
き
い
学
科
で

す
。
「
情
報
科
学
科
」
は
時
代
に

即
応
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
関

す
る
技
術
や
情
報
処
理
を
学
び
ま

す
。
生
徒
の
希
望
に
よ
り
ハ
ー
ド

中
心
の
「
情
報
電
f
コ
ー
ス
」
と

ソ
フ
ト
中
心
の
「
情
報
管
理
コ
ー

ス
」
に
分
か
れ
ま
す
。

　

専
門
教
科
で
は
商
業
系
や
進
学

系
の
学
科
も
選
択
が
可
能
で
す
。

校
旗
も
新
し
く

校
歌
は
十
月
ご
ろ

　

校
名
の
変
更
と
と
も
に
校
旗
や

佼
章
も
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
校

章
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
同
校
美
術
科

の
朝
日
静
文
教
諭
が
中
心
と
な
っ

て
制
作
。
「
東
高
」
の
文
字
の
ト

に
は
、
荒
局
岳
・
経
ケ
岳
・
報
恩

参
山
を
、
下
に
は
清
滝
川
の
清
流

と
コ
ブ
シ
の
花
び
ら
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
も
の
で
す
。
新
し
い
校
章
は

え
ん
し
色
の
校
旗
の
中
央
に
描
か

れ
る
ほ
か
、
制
服
と
な
る
紺
の

ブ
レ
ザ
ー
の
ボ
タ
ン
に
も
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
ま
す
。

　

校
歌
も
既
に
制
作
に
入
っ
て
い

ま
す
。
作
詞
は
大
野
出
身
で
詩
人

の
正
津
勉
さ
ん
に
、
作
曲
は
正
津

さ
ん
の
友
人
で
音
楽
家
の
谷
川
賢

作
さ
ん
で
す
。
両
氏
と
も
東
京
に

在
住
で
す
が
「
と
き
ど
き
大
野
を

訪
れ
豊
か
な
自
然
に
触
れ
、
生
徒

の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
な
が
ら

制
作
し
た
い
」
と
し
て
お
り
、
今

年
の
十
月
ご
ろ
に
は
「
東
高
」
の
校

歌
が
聞
か
れ
そ
う
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
も
か
ん
ぱ
っ
て元：官下．蔦さえ

（41歳・明倫町）

　

一
大
野
東
高
」
の
誕
生
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
「
大
野
工
高
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
ろ
は
、
教
室

だ
け
で
、
体
育
の
時
間
に
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
整
地
も
し
た
も
の
で
す

　

一
期
生
は
何
か
と
大
変
で
し
た
が

楽
し
か
っ
た
思
い
出
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
当
時
は
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん

で
サ
ッ
カ
ー
は
県
大
会
で
優
勝
も

し
て
い
ま
す
。
「
束
高
」
も
ス
ポ

ー
ツ
が
強
く
な
っ
て
ほ
し
い
で
す

「
東
高
」
で
イ
メ
ー
ジ
ア
弓山田焉童な

（18・歳大和町）

　

私
か
卒
業
と
同
時
に
校
名
が
変

わ
る
こ
と
は
、
耳
に
し
て
い
ま
し

た
が
、
改
築
工
事
が
始
ま
っ
て
実

感
が
わ
き
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
学
び
た
く
て
電
気
科
に
入

学
し
た
の
で
、
情
報
科
学
科
の
新

設
は
う
ら
や
ま
し
い
で
す
。
「
束

高
」
と
な
っ
て
学
校
の
イ
メ
ー
ジ

が
良
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
女

子
の
ブ
レ
ザ
ー
は
か
わ
い
い
で
す
。
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高等学校

大野高校新校舎完成予想図

商
業
科
を
廃
止
、
普
通
科
だ
け
に

新
校
舎
造
成
工
事
も
急
ピ
ッ
チ
で

　

人
野
高
校
商
業
科
は
今
年
か
ら

募
集
を
停
正
し
、
普
通
科
だ
け
と

な
り
六
ク
ラ
ス
か
ら
八
ク
ラ
ス
に

増
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
大
野
市
の
普
通
科
定
‥
貝

枠
増
の
要
望
に
沿
っ
て
、
県
教
育

委
員
会
が
学
科
再
編
し
た
も
の
で

す
。
商
業
科
は
廃
止
に
な
り
ま
し

た
が
、
大
野
束
高
校
で
新
設
さ
れ

た
福
祉
教
養
科
と
情
報
科
学
科
で

商
業
系
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
配

慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
元
年
三
月
に
大
野
高
校
の

移
転
先
が
開
成
中
学
校
南
側
（
新

庄
・
篠
座
地
区
）
に
決
定
し
ま
し

た
。
移
転
先
に
あ
る
新
庄
遺
跡
の

発
掘
調
在
も
完
了
し
、
現
在
敷
地

造
成
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
秋
ご
ろ
に

は
新
校
舎
の
建
設
が
始
ま
り
ま
す

新
校
舎
の
開
校
は

　
　

平
成
五
年
四
月

　

新
校
舎
の
敷
地
は
、
現
在
の
倍

以
L
の
約
六
万
七
千
平
ち
い
と
な

り
ま
す
。

　

校
舎
は
三
階
建
て
で
普
通
教
棟
、

特
別
教
棟
、
図
書
館
棟
、
定
時
制

教
棟
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
校
門

は
校
舎
東
側
に
位
置
し
、
由
緒
あ

る
木
造
の
校
門
も
移
さ
れ
ま
す
。

　

図
書
館
に
は
閲
覧
室
な
ど
の
ほ

か
、
多
目
的
A
V
室
や
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
室
も
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

全
日
制
体
育
館
は
第
一
・
第
二

に
分
か
れ
、
一
階
は
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
場
と
自
転
車
置
き
場
に
な
り
ま

す
。
定
時
制
体
育
館
の
一
階
は
、

武
道
館
で
相
撲
場
・
剣
道
場
・
柔

道
場
が
で
き
ま
す
。
ク
ラ
ブ
専
用

部
室
は
二
十
室
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
四
百
‐
ト
ラ

ッ
ク
が
と
れ
る
大
き
さ
で
、
野
球

や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
で
き
る
ほ
か
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
五
面
、
プ
ー
ル
、

弓
道
場
も
で
き
ま
す
。

移
転
先
の
造
成
工
事

亀
山
で
精
神
修
養

臼井志－な

（60歳・下唯野）

　

大
野
高
校
一
期
生
の
私
に
と
っ

て
、
移
転
は
正
直
な
と
こ
ろ
寂
し

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
。
伝
統
の

重
み
を
感
じ
た
校
門
は
、
大
野
高

校
の
象
徴
で
し
た
。
高
校
時
代
の

思
い
出
と
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
の

が
亀
山
で
す
。
当
時
は
木
が
生
い

茂
り
、
体
罰
の
山
登
り
や
肝
試
し

も
し
た
も
の
で
す
。
移
転
は
や
む

を
得
ま
せ
ん
が
、
緑
豊
か
な
環
境

整
備
に
努
め
て
ほ
し
い
も
の
で
す

広
々
と
し
た
環
境
は
魅
力山下昌代さん

（16歳・陽明4）

　

亀
山
や
大
野
城
が
あ
る
今
の
場

所
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
四
季

折
々
の
風
景
に
誘
わ
れ
、
友
だ
ち

と
散
歩
に
出
か
け
た
り
、
冬
に
な

る
と
ス
キ
ー
が
で
き
る
の
が
楽
し

み
で
し
た
。
現
校
舎
で
最
後
の
卒

業
と
な
る
私
は
、
新
校
舎
に
は
入

れ
ま
せ
ん
が
、
広
々
と
し
た
教
室

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
学
ぶ
こ
と
に
は

魅
力
を
感
じ
ま
す
。



甲子園1鍵の夢進成／／

「古志の奥大野が原は…」校歌が全国に

Ξ巨］戦は坂出商に惜敗

1回戦

開
会
式
直
後
に

邁
摩
（
島
根
）
と

　

三
月
こ
十
四
日
の
抽
選
会
で
下

村
主
将
が
一
番
く
じ
を
引
き
当
て
、

開
会
式
直
後
の
第
一
試
合
に
登
場
。

相
手
は
、
レ
ベ
ル
の
高
い
中
国
地

方
か
ら
選
抜
さ
れ
た
島
根
の
通
摩

高
校
。
好
投
手
の
森
山
を
中
心
と

し
た
粘
り
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
で
前

評
判
は
ほ
ぼ
互
角
。

大
野
0
0
3
0
2
2
0
0
1
8

週
摩
0
0
2
2
0
0
0
0
0

一
4

　

大
観
衆
が
見
守
る
中
、
午
前
十

時
こ
十
こ
分
試
合
開
始
。
両
校
と

も
硬
さ
が
出
た
序
盤
、
相
手
エ
ー

ス
の
乱
調
に
付
け
込
み
3
点
を
先

行
。
四
回
に
は
逆
転
さ
れ
た
も
の

の
五
回
に
再
逆
転
。
六
回
と
九
回

に
も
得
点
し
、
五
回
か
ら
立
ち
直

っ
た
清
水
投
手
が
完
投
し
て
初
勝

利
。
そ
の
瞬
間
、
大
野
市
で
は
祝

砲
が
鳴
り
響
き
、
テ
レ
ビ
の
前
で

観
戦
し
た
市
民
は
万
歳
を
繰
り
返

し
て
い
ま
し
た
。

戦
回
2

粘
り
と
根
性
で

終
始
大
健
闘

　

雨
で
三
十
一
日
の
第
四
試
合
と

な
っ
た
こ
回
戦
は
、
春
夏
十
回
出

場
の
坂
出
商
（
香
川
）
が
相
手
。

今
大
会
屈
指
の
左
腕
朝
倉
投
手
を

擁
し
、
一
回
戦
で
強
打
の
東
海
大

甲
府
（
山
梨
）
を
破
っ
た
強
豪
。

大
野
0
0
0
1
1
0
1
1
0
4

坂
出
商
2
0
0
0
0
2
1
2
χ 一7

　

初
回
に
2
点
の
先
制
パ
ン
チ
を

浴
び
た
も
の
の
、
四
、
五
回
に
は

し
ぶ
と
い
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
得
点

を
重
ね
同
点
に
。
2
点
差
を
追
う

七
、
八
回
に
も
得
点
し
て
大
接
戦

を
展
開
、
一
打
逆
転
の
場
面
に
ア

ル
プ
ス
席
や
テ
レ
ビ
観
戦
の
市
民

も
大
喜
び
。
結
局
、
八
回
裏
に
ダ

メ
押
し
の
2
点
が
入
り
八
強
入
り

は
成
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

途
中
か
ら
ナ
イ
タ
ー
試
合
と
な

り
、
冷
え
込
ん
だ
も
の
の
駆
け
つ

け
た
応
援
団
は
、
予
想
以
上
の
健

闘
ぶ
り
に
大
満
足
。
あ
い
さ
つ
に

駆
け
寄
っ
た
ナ
イ
ン
に
大
き
な
拍

手
を
送
り
ま
し
た
。

セ
ン
バ
ツ
ヘ
の
道
程

▼
第
8
5
回
北
信
越
高
校
野
球
県
大
会

　
　
　
　
　
　
　

（
第
四
シ
ー
ド
）

％
一
回
戦
対
敦
賀
エ
2
対
―

％
こ
回
戦
対
藤
島
1
3
対
3

％
三
回
戦
対
若
狭
1
0
対
3

％
準
決
勝
対
鯖
江
―
対
O

％
決
勝
対
足
羽
7
対
O

▼
北
信
越
大
会

％
二
回
戦
対
富
山
商
5
対
4

％
準
決
勝
対
長
野
日
大
3
対
2

％
決
勝
対
松
商
学
園
4
対
6

平
成
Ξ
年
二
月
一
日

　
　

セ
ン
バ
ツ
出
場
が
決
定

％
愛
知
県
で
一
週
間
の
合
宿

％
甲
子
園
で
公
式
練
習

％
激
励
壮
行
会

％
抽
選
会

▲甲子園で高らかに校歌をうたうナイン

県
知
事
・
県
議
会
議
員
選
挙

知
事
に
栗
田
氏

県
議
は
山
崎
・
桑
森
氏
が
当
選

　

任
期
満
了
に
伴
う
県
知
事
・
県

議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
知
事

に
は
栗
田
幸
雄
氏
（
無
所
属
・
6
1

歳
）
が
、
大
野
市
大
野
郡
選
挙
区

の
県
議
会
議
員
に
は
、
山
崎
正
昭

氏
（
自
民
・
4
8
歳
）
と
桑
森
邦
夫

氏
（
自
民
・
6
7
歳
）
が
当
選
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
選
挙
は
、
有
権
者
の
関

心
が
低
く
、
特
に
県
議
選
で
は
十

四
選
挙
区
の
う
ち
福
井
市
・
足
羽

郡
選
挙
区
な
ど
八
選
挙
区
が
無
投

票
と
な
り
ま
し
た
。
投
票
が
行
わ

れ
た
四
月
七
日
（
日
）
は
、
雨
模

様
で
肌
寒
く
大
野
市
の
投
票
率
は
、

両
選
挙
と
も
こ
れ
ま
で
最
低
の
五

四
・
八
一
％
で
し
た
。

候
補
者
別
得
票
数

【
如
事
一

当
選
栗
田
幸
雄
一
五
、
一
九
六
票

　
　
　
　
　

県
計
こ
六
九
、
七
四
三
票

　
　
　

上
野
寿
雄
一
、
四
六
こ
票

　
　
　
　
　

県
計
三
六
、
五
三
九
票

【
県
議
会
議
員
】

当
選
山
崎
正
昭
一
〇
、
九
八
四
票

　
　
　
　

大
野
市
一
〇
、
六
ヱ
ハ
票

　
　
　
　

和
泉
村
三
六
八
票

当
選
桑
森
邦
夫
五
、
八
六
七
票

　
　
　
　

大
野
市
五
、
七
〇
〇
票

　
　
　
　

和
泉
村
一
六
七
票

　
　
　

内
田
昭
二
四
九
〇
票

　
　
　
　

大
野
市
四
七
七
票

　
　
　
　

和
泉
村
こ
二
票

録記の挙選

　
　

人
人
人

　
　

4
Q
り
7

　
　

5
8
6
4
2
2

　
　

9
9
9

　
　

1
4
1
6
3
1
数

者権
男
女
計

有の当●

犬 知事選 県議選

投票者数

男 7，865人 7，864人

女 9，252人 9，251人

計 17，117人 17，115人

投票率

男 53．93％ 53．92％

女 55．59％ 55．58％

計 54．81％ 54．81％

有効投票 16，658票 16，793票

無効投票 458票 322票

その他 ▲1票 O票



市
の
人
事
異
動

　

市
は
四
月
一
日
付
け
で
、
総
数
百
二
ト
八
人
の
人
事
異

動
を
行
い
ま
し
た
。
内
訳
は
課
長
級
十
二
人
、
課
長
補
佐
級

ト
九
人
、
係
長
級
十
ヒ
人
、
主
査
級
ニ
ト
ー
人
、
一
般
職

四
ト
五
人
、
業
務
職
六
人
、
退
職
八
へ
て
す
。
新
採
用
職

員
は
十
二
へ
て
、
退
職
者
と
欠
員
の
補
充
、
農
政
や
教
育

委
員
会
事
務
局
の
充
実
、
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
の
新
設
、
中

部
縦
貫
道
日
r
期
実
現
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

廬
京
舞
言
級

　

【
市
長
部
局
】
▽
総
務
課
長

土
蔵
是
武
（
林
務
課
長
）
▽
企
画

開
発
課
長
石
黒
一
男
（
建
設
課

課
長
補
佐
）
▽
税
務
課
長
鳥
山

郁
雄
（
農
業
委
員
会
次
長
）
▽
生

活
環
境
課
長
近
藤
美
章
（
清
掃

事
務
所
長
）
▽
清
掃
事
務
所
長

鈴
木
常
次
（
水
道
課
課
長
補
佐
）

▽
農
務
課
長
中
村
武
臣
（
税
務

課
長
）
▽
林
務
課
長
駒
原
武
夫

　

（
財
政
課
課
長
補
佐
）
▽
用
地
対

策
課
長
笹
島
彦
治
（
教
委
庶
務

課
長
）

　

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】
▽
庶

務
課
長
尾
崎
庄
一
（
用
地
対
策

課
長
）
▽
社
会
教
育
課
長
山
川

奥
久
（
体
育
課
長
）
▽
体
育
課
長

稲
葉
一
夫
（
福
祉
事
務
所
次
長
）

　

【
監
査
委
員
事
務
局
】
▽
局
長

洋
田
正
義
（
市
民
課
課
長
補
佐
）

舞
舞
殯
倅
普

　

【
市
長
部
局
】
▽
総
務
課
課
長

補
佐
＝
広
報
広
聴
担
当
浮
田
義

一
（
体
育
課
課
長
補
佐
）
▽
企
画

開
発
課
課
長
補
佐
＝
企
画
●
水
資

源
●
統
計
担
当
石
倉
善
一
（
農

務
課
課
長
補
佐
）
▽
財
政
課
課
長

補
佐
小
池
好
孝
（
企
画
開
発
課

課
長
補
佐
）
▽
税
務
課
課
長
補
佐

＝
市
民
税
・
資
産
税
担
当
楠
新

一
郎
（
市
民
課
課
長
補
佐
）
▽
税

務
課
課
長
補
佐
＝
収
税
担
当
山

田
晃
（
保
険
衛
生
課
課
長
補
佐
）

▽
市
民
課
課
長
補
佐
＝
市
民
担
当

堂
本
さ
だ
子
（
同
課
市
民
係
長
）

▽
市
民
課
課
長
補
佐
＝
年
金
・
国

保
担
当
松
本
多
嘉
雄
（
同
課
課

長
補
佐
＝
市
民
担
当
）
▽
福
祉
事

務
所
次
長
＝
福
祉
・
保
護
担
当

土
僑
喜
代
志
（
同
所
次
長
＝
保
護

担
当
）
▽
福
祉
事
務
所
次
長
＝
児

童
担
当
出
口
涼
子
（
同
所
指
導

保
母
）
▽
保
険
衛
生
課
課
長
補
佐

竹
田
由
紀
子
（
同
課
課
長
補
佐
＝

保
険
予
防
担
当
）
▽
農
務
課
課
長

補
佐
＝
農
業
振
興
担
当
阪
井
康

雄
（
同
課
農
業
振
肌
ハ
係
長
）
▽
建

設
課
課
長
補
佐
＝
管
理
建
築
担
当

北
山
孝
雄
（
都
市
計
画
課
課
長
補

佐
）
▽
都
市
計
画
課
課
長
補
佐

大
倉
清
左
ヱ
門
（
同
課
課
長
補
佐

＝
計
画
・
都
市
景
観
担
当
）

　

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】
▽
庶

務
課
課
長
補
佐
伊
藤
吉
紀
（
議

会
事
務
局
次
長
）
▽
社
会
教
育
課

長
補
佐
平
鍋
金
一
（
総
務
課
課

長
補
佐
）
▽
体
育
課
課
長
補
佐

嶋
田
喜
雄
（
税
務
課
課
長
補
佐
）

　

【
議
会
事
務
局
】
▽
次
長
加

藤
勲
（
社
会
教
育
課
課
長
補
佐
）

　

【
水
道
部
】
▽
水
道
課
課
長
補

佐
＝
庶
務
担
当
指
岡
勲
（
福
祉

事
務
所
児
童
係
長
）

　

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】
▽
次

長
松
田
八
重
子
（
企
画
開
発
課

情
報
統
計
係
長
）

仮
託
長
瞰
級

　

【
市
長
部
局
】
▽
総
務
課
人
事

係
長
松
田
訓
夫
（
教
委
施
設
係

長
）
▽
総
務
課
行
政
係
長
下
河

育
太
（
財
政
課
管
財
係
長
）
▽
企

画
開
発
課
情
報
統
計
係
長
水
上

多
水
枝
（
保
険
衛
生
課
主
査
）
▽

財
政
課
財
政
係
長
巻
寄
富
美
男

　

（
同
課
主
査
）
▽
財
政
課
管
財
係

長
谷
脇
一
治
（
税
務
課
収
税
係

長
）
▽
市
民
課
市
民
係
長
福
田

靖
子
（
福
祉
事
務
所
主
査
）
▽
市

民
課
国
保
係
長
山
内
武
雄
（
財

政
課
財
政
係
長
）
▽
福
祉
事
務
所

福
祉
係
長
岸
山
厚
（
福
祉
事
務

所
主
査
）
▽
保
険
衛
生
課
環
境
衛

生
係
長
松
山
泰
美
（
総
務
課
行

政
係
長
）
▽
農
務
課
農
業
振
興
係

長
広
瀬
円
信
（
総
務
課
人
事
係

長
）
▽
農
務
課
農
村
整
備
係
長

長
瀬
哲
也
（
林
務
課
工
務
係
長
）

▽
林
務
拝
工
務
係
長
羽
生
達
夫

　

（
農
務
課
農
村
整
備
係
長
）
▽
建

設
課
管
理
建
築
係
長
藤
森
勉

（
商
工
観
光
課
主
査
）
▽
建
設
課
維

持
係
長
辻
忠
信
（
建
設
課
主
査

▽
都
市
計
画
課
区
画
整
理
係
長

宮
下
真
一
（
都
市
計
画
課
主
査
）

　

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】
▽
庶

務
課
施
設
係
長
大
藤
喜
代
治

　

（
建
設
課
管
理
建
築
係
長
）
▽
阪

谷
公
民
館
係
長
山
村
郁
子
（
都

市
計
画
課
主
査
）

喊
も
誌
七
撫
簸

　

【
市
長
部
局
】
▽
大
野
有
終
会

館
長
加
藤
健
一
▽
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
所
長
楼
田
達
夫

　

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】
▽
図

書
館
長
大
倉
博
明
▽
大
野
公
民

館
長
石
黒
忠
憲
▽
阪
谷
公
民
館

長
中
山
茂
樹
▽
五
箇
公
民
館
長

伊
藤
敬
一
▽
郷
土
歴
史
館
長
●
歴

史
民
族
資
料
館
長
松
田
光
男
▽

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
館
長
経

岩
二
郎
平
（
新
任
の
み
掲
載
）

一
新
足
採
首
班

　

【
市
長
部
局
】
▽
総
務
課
松

林
郁
代
▽
税
務
課
酒
田
史
子

▽
市
民
課
常
見
奈
緒
子
▽
都

市
計
画
課
大
町
昌
樹

　

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】
▽
体

育
課
吉
田
陽
▽
乾
側
公
民
館

吉
田
克
弥
▽
小
山
公
民
館
長

井
隆
幸
▽
上
庄
公
民
館
井
部

公
盛
▽
阪
谷
公
民
館
多
田
直

人
▽
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
総
合
体

育
施
設
林
智
治
▽
上
庄
小
学

校
村
上
伸
二

　

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】
▽
事

務
局
職
員
石
本
浩
二

兼
言
難
茫
畿

　

【
市
長
部
局
】
▽
加
藤
健
一
（
総

務
課
長
）
▽
松
田
次
男
（
企
画
開

発
課
長
）
▽
伊
藤
敬
一
（
生
活
環

境
課
長
）
▽
楼
田
達
夫
（
農
務
課

長
）
▽
八
幡
さ
お
り
（
総
務
課
）

　

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】
▽
松
田

光
男
（
社
会
教
育
課
長
）

　

【
監
査
委
員
事
務
局
】
▽
大
倉
博

明
（
局
長
）

　

※
（
）
内
は
旧
任
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受
診
希
望
者
臆
延
ぺ
包
万
人

診
査
票
は
必
ず
記
入
を

　

市
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
各
種
健
康
診
査
が
五
月
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
一
月
に
診
査
対
象
と
な
る
市
民
に
行
っ
た

調
査
票
に
よ
る
申
込
者
は
、
延
べ
二
万
七
十
九
人
で
す
。

昨
年
は
実
際
に
受
診
し
た
人
が
申
込
者
の
約
半
分
で
し
た
。

ま
も
な
く
申
込
者
に
は
、
受
診
案
内
の
通
知
が
届
さ
ま
す
。

注
意
事
項
を
よ
く
読
ん
で
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

各
種
健
康
診
査
は
、
四
十
歳
以

上
を
対
象
と
す
る
成
人
病
検
診
で

す
。
成
人
病
は
特
定
の
病
気
を
さ

す
の
で
は
な
く
、
成
人
し
た
人
び

と
に
多
発
す
る
慢
性
病
を
総
称
し

ま
す
。
困
っ
た
こ
と
に
成
人
病
の

初
期
は
、
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど

な
く
手
遅
れ
に
な
る
ヶ
I
ス
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　

定
期
的
な
健
康
診
査
は
、
こ
う

し
た
成
人
病
の
早
期
発
見
に
つ
な

が
る
大
切
な
手
段
で
す
。
検
診
で

何
ら
か
の
異
常
が
あ
れ
ば
、
再
検

査
や
生
活
の
注
意
が
必
要
で
す
。

検
診
結
果
を
積
極
的
に
健
康
管
理

に
役
立
て
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

検
診
の
注
意
事
項

基
本
診
査
検
査
の
案
内
に
は
、

　

診
査
票
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

太
枠
の
部
分
（
病
歴
や
自
覚
症

　

状
な
ど
を
記
入
す
る
）
は
、
各

　

自
が
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
の
問
診
票
も

　

同
様
で
す
。
健
康
手
帳
の
あ
る

　

方
は
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

胃
が
ん
検
診
前
日
の
夜
十
時
以

　

降
は
、
絶
対
に
飲
食
を
し
な
い

　

で
く
だ
さ
い
。
ボ
タ
ン
や
金
具

の
つ
い
て
い
な
い
下
着
を
着
用

し
て
く
だ
さ
い
。

大
腸
が
ん
検
診
事
前
に
採
便
容

　

器
を
送
り
ま
す
の
で
、
必
ず
名

　

前
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

子
宮
・
乳
が
ん
検
診
同
封
の
問

　

診
票
は
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ

　

い
。

受
診
日
の
変
更
で
き
ま
す

　

あ
ら
か
じ
め
健
康
診
査
の
申
し

込
み
を
し
た
方
で
、
指
定
さ
れ
た

受
診
日
の
都
合
が
悪
い
場
合
は
、

市
報
や
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
で
都
合

の
良
い
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
方
で
、

受
診
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
必

ず
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
後
日
、
検
診
通
知
を
お

送
り
し
ま
す
。

　

各
種
検
診
の
受
診
手
数
料
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

受
診
日
の
当
日
、
受
付
け
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
に
一
度
は
定
期
的
に
検
診
を

受
け
、
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

り
ま
し
ょ
う
。

一日本人の死因－

厚生省「人口動態統計」より

検診手数料

基本診査 600円

胸部レントゲン撮影 100円

喀痰 400円

胃がん検診 500円

大腸がん検診 200円

子宮がん検診 400円

乳がん検診 100円

皆さんの健康づく廿を後押しします・保健センター（酋65－7333）
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しみ抜きは手早く

　

染
み
は
、
付
着
し
た
と
き
に
す
ぐ
処
理
す
る
の
が
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
ま
す
。
時
間
が
立
つ
に
つ
れ
て
、
染
み
は
落

ち
に
く
く
な
る
か
ら
で
す
。
外
出
先
な
ど
で
は
、
水
や
お

湯
を
し
ば
っ
た
タ
オ
ル
や
ハ
ン
カ
チ
で
染
み
を
で
さ
る
だ

け
薄
く
す
る
応
急
処
置
が
必
要
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
染
み

の
取
り
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
お
試
し
く
だ
さ
い
。

染
み
の
種
類
と
染
み
抜
き
の
順
序

　

染
み
は
、
①
油
溶
性
②
水
溶
性

③
不
溶
性
の
三
種
類
に
大
別
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
成
分
に
応
じ
た
染
み

抜
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

複
数
の
成
分
が
混
じ
り
合
っ
て

い
る
染
み
は
、
最
初
に
油
溶
性
の

染
み
抜
き
を
し
、
次
に
水
溶
性
の

染
み
抜
き
を
し
ま
す
。
こ
の
順
序

を
変
え
な
い
こ
と
が
染
み
抜
き
の

基
本
で
す
。
成
分
不
明
の
染
み
も

油
溶
性
、
水
溶
性
、
不
溶
性
の
順

に
処
理
し
ま
す
。

　

絹
製
品
、
毛
皮
製
品
な
ど
は
、

自
分
で
処
理
せ
ず
で
き
る
だ
け
早

く
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
な
ど
に
出
す

方
が
安
心
で
す
。

染
み
抜
き
の
注
意
点

▼
繊
維
に
よ
っ
て
は
使
用
で
き
な

い
染
み
抜
き
剤
や
漂
白
剤
が
あ
る

の
で
確
認
が
必
要
で
す
。

▼
縫
い
代
な
ど
衣
服
の
め
だ
た
な

い
部
分
で
変
退
色
や
繊
維
の
損
傷

が
起
こ
ら
な
い
か
テ
ス
ト
し
ま
す
。

▼
染
み
を
周
囲
へ
広
げ
な
い
よ
う

気
を
付
け
ま
す
。

▼
ビ
ニ
ー
ル
の
上
に
乾
い
た
清
潔

な
布
を
敷
き
、
そ
の
上
に
染
み
の

部
分
を
置
い
て
、
染
み
抜
き
剤
を

付
け
た
綿
棒
な
ど
で
た
た
き
出
し

ま
す
。

▼
染
み
抜
き
に
用
い
る
洗
剤
は
、

蛍
光
剤
の
配
合
さ
れ
て
い
な
い
も

の
を
使
用
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
染
み
の
取
り
方

ボ
ー
ル

ペ
ン
イ
ン
キ

汗 印
肉
泥
は
ね

口
紅

日
本
茶

コ
ー
ヒ
ー

果
汁

酒ビ
ー
ル

種
類

そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く

水
で
軽
く
絞

っ
た
布
で
た

た
い
て
お
く

そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く

そ
の
ま
ま
乾

か
す

そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く

同
右
同
右

ぬ
れ
た
布
で

何
度
も
た
た

い
て
お
く

応
急
手
当

・
ワ
イ
シ
ャ
ツ
は
せ
っ
け
ん
で
洗
い
、
残
っ
た
ら
漂
　

白
剤
で
と
る

・
背
広
は
染
み
の
下
に
白
布
を
置
き
、
シ
ン
ナ
ー
か
　

ア
ル
コ
ー
ル
で
何
度
も
た
た
く

・
水
五
百
に
に
ア
ン
モ
ニ
ア
茶
さ
じ
半
分
を
加
え
た
　

液
で
何
度
も
た
た
く

・
ぬ
れ
た
布
で
何
度
も
叩
い
て
ア
ン
モ
ニ
ア
分
を
取
る

・
ベ
ン
ジ
ン
で
拭
き
取
る

・
温
か
い
せ
っ
け
ん
液
で
拭
き
取
る

・
乾
い
た
も
の
は
ブ
ラ
シ
で
軽
く
こ
す
る

・
泥
は
ね
の
付
い
た
部
分
を
つ
か
み
洗
い
を
す
る

・
大
さ
じ
二
杯
の
ぬ
る
ま
湯
に
食
器
用
洗
剤
を
こ
～
　

三
滴
垂
ら
し
、
染
み
を
浸
し
て
か
ら
軽
く
揉
み
、
　

一
度
で
取
れ
な
い
と
き
は
何
度
も
繰
り
返
す

・
水
で
軽
く
絞
っ
た
タ
オ
ル
で
染
み
と
そ
の
周
り
を
　

何
度
も
た
た
き
、
自
然
に
乾
か
す

・
水
で
絞
っ
た
布
で
何
度
も
た
た
く

・
せ
っ
け
ん
液
で
拭
き
取
る

・
水
で
絞
っ
た
タ
オ
ル
で
何
度
も
だ
た
く

・
中
性
洗
剤
を
溶
か
し
た
液
を
つ
け
て
た
た
く

・
ぬ
れ
た
タ
オ
ル
で
中
性
洗
剤
を
よ
く
拭
き
と
る

・
ぬ
る
ま
湯
で
絞
っ
た
タ
オ
ル
で
十
分
た
た
く

・
ぬ
る
ま
湯
に
中
性
洗
剤
を
数
滴
垂
ら
し
た
液
で
タ
　

オ
ル
を
絞
っ
て
た
た
き
、
自
然
に
乾
か
す

・
特
に
古
い
も
の
は
ぬ
る
ま
湯
に
ア
ン
モ
ニ
ア
大
さ
　

じ
一
杯
を
加
え
た
液
で
取
る

し
み
の
取
り
方

禰弗心痛」フサ〕It？レjヤ噺・都什・191舶Mi諦．ランクーへ・や師印叩万……＝，＝9QIS94153
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ま
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
総
務
課

広
報
広
聴
係
（
天
神
町
一

―
一
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

大高ナインを出迎える先生や父母

＜るー・泄登場 大正琴「春日教室」

毎
月
三
回
の
例
会
か
楽
し
み

　

人
正
琴
「
在
日
教
室
」
は
、
芥

目
児
童
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し
て

人
正
琴
を
習
っ
て
い
る
婦
人
グ
ル

ー
プ
で
す
。
昭
和
六
ト
三
年
一
月

に
、
在
日
児
泉
館
の
近
く
の
人
た

ち
が
集
ま
っ
て
発
足
し
ま
し
た
、

現
在
、
会
貝
は
斤
人
。
春
日
児
童

館
が
新
し
く
在
日
児
童
セ
ン
タ
ー

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
を
機

に
新
会
‥
貝
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

例
1
は
毎
川
三
回
、
第
一
、
第
二

第
四
分
眼
日
の
午
前
几
時
か
ら
正

午
で
す
。
指
今
は
、
常
見
睦
c
ま
に
さ

ん
（
6
5
歳
・
工
野
）
が
あ
た
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
練
習
し
た
曲
は
、
μ

曲
く
ら
い
あ
る
そ
う
で
す
。
人
前

で
演
奏
で
き
る
の
は
ニ
ト
曲
く
ら

い
と
の
こ
と
。
二
ヵ
月
に
一
回
く

ら
い
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

で
か
け
、
お
年
寄
り
に
聞
い
て
も

ら
う
そ
う
で
す
が
、
会
員
が
少
な

い
た
め
、
ほ
か
の
会
の
人
や
先
生

に
も
加
わ
っ
て
も
ら
っ
て
演
奏
し

ま
す
、
演
奏
曲
は
、
だ
れ
も
が
知
っ

て
い
る
童
謡
や
船
頭
小
唄
な
ど
の

な
つ
メ
ロ
が
ほ
と
ん
ど
だ

そ
う
で
す
が
、
最
近
の
ヒ

ッ
ト
曲
「
踊
る
ポ
ン
ポ
コ

リ
ン
」
や
「
麦
畑
」
も
手

掛
け
て
い
ま
す
。

　

大
正
琴
は
、
ほ
か
の
楽

器
に
比
べ
て
演
奏
し
や
す

い
そ
う
で
、
自
分
が
目
ず

さ
め
る
歌
な
ら
だ
れ
で
も

弾
け
る
よ
う
に
な
れ
る
そ

う
で
す
、
代
表
の
伊
藤
定

子
さ
ん
（
5
5
歳
。
春
日
三
）

は
「
み
ん
な
次
の
練
習
日

を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま

す
、
新
し
い
曲
が
弾
け
る

よ
う
に
な
っ
た
と
き
の
改
‥

び
も
格
別
で
す
。
だ
れ
も

弾
け
る
よ
う
に
な
る
の
で

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
伊
藤
定
子

さ
ん
（
春
日
3
1
6
－
1
4
酋
6
6
・

5
0
1
1
）
へ
ど
う
ぞ
。
（
写
真

は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
美
し

い
音
色
を
披
露
す
る
皆
さ
ん
）

●S

IIじ巾り

ままま
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まま
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ままま
，「

ヤングコーナー

碧
響
の
メ
ッ
カ

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム藤堂志信

（24歳●陽明4）

　

京
都
の
電
機
メ
ー
カ
ー
を
退
職

し
て
、
昭
和
六
十
二
年
八
月
か
ら

大
野
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
指

導
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
公
共
施
設
で
夜
十
時
ま

で
開
館
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
こ

の
施
設
だ
け
と
あ
っ
て
、
若
い
人

の
熱
気
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す

下
庄
公
民
館
と
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
が
併
設
さ
れ
て
い
て
、
若
い

人
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
の
が

活
気
の
あ
る
大
き
な
要
因
だ
と
思

い
ま
す
。

　

現
在
、
ニ
ナ
五
の
サ
ー
ク
ル
が

登
録
さ
れ
て
、
黒
板
に
は
予
約
の

名
前
が
び
っ
し
り
書
き
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
私
自
身
、
こ
の
五
年
間

で
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出
会
い
、
た

く
さ
ん
の
友
だ
ち
も
で
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
各
サ
ー
ク
ル
と
も
若
年

層
が
減
少
し
て
い
る
ほ
か
、
利
用

者
も
女
性
が
六
割
以
上
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
若
い
男
性
の
利
用

を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
毎
年
、
教

養
講
座
を
開
設
し
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
企
画
や
運
営
に
工
夫
を
凝
ら
し

ま
す
が
、
満
員
に
な
っ
た
と
き
は

ほ
っ
と
し
ま
す
。
今
年
の
前
期
の

教
養
講
座
は
次
の
と
お
で
す
。

　
　

【
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
】

期
間
5
月
1
4
日
か
ら
毎
週
火
曜

　

日
開
催
1
0
回
午
後
7
時
～

定
員
3
0
人

　
　

【
茶
道
】

期
間
5
月
2
0
日
か
ら
毎
週
月
曜

　

日
開
催
午
後
7
時
～

定
員
1
5
人

　
　

「
料
理
教
室
」

期
間
5
月
1
6
日
か
ら
毎
週
木
曜

　

日
開
催
午
後
7
時
～

定
員
3
0
人

　
　

【
陶
芸
教
室
】

期
間
6
月
3
日
か
ら
毎
月
第
1

　

月
。
火
曜
日
午
後
7
時
～

定
員
1
5
人

申
込
先
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

容
6
5
・
7
2
2
1
ま
で

※
そ
の
他
、
ホ
ー
ム
の
利
用
に
関

　

す
る
ご
相
談
も
ど
う
ぞ
。



私屯，勺・X｀こ：＜

＠
イ
サ
ト
ビ
ス
に
親
子
で
感
謝

回

　

昨
秋
よ
り
老
母
が

聖
和
園
の
テ
ィ
ー
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
ま

車
で
の
送
迎
、
昼
食
、
お
や
つ
、

入
浴
と
い
た
れ
り
つ
く
せ
り
の
お

世
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
親
子
と

も
ど
も
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　

先
日
も
、
や
は
り
こ
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
る
母
の
友
達
か
ら

電
話
が
あ
り
「
こ
ん
な
安
い
料
金

で
は
申
し
訳
な
い
か
ら
、
も
う
少

し
た
く
さ
ん
払
い
た
い
」
と
の
こ

と
。
で
も
か
え
っ
て
ご
迷
惑
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
お
礼
の

気
持
ち
を
言
葉
や
態
度
で
し
っ
か

り
伝
え
た
方
が
よ
い
の
で
は
…
…

と
お
返
事
し
た
こ
と
で
し
た
。

　

こ
ん
な
お
話
が
で
き
る
の
も
、

厳
し
い
市
や
県
の
予
算
の
中
か
ら
、

老
人
福
祉
の
た
め
に
貴
重
な
お
金

を
使
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
や
、
実

際
お
世
話
を
し
て
く
だ
さ
る
聖
和

園
の
職
員
の
方
々
へ
の
感
謝
の
表

わ
れ
だ
と
思
い
ま
す
。
老
母
も
月
二

回
の
利
用
日
を
心
待
ち
に
し
て
お

り
ま
す
が
、
心
の
こ
も
っ
た
こ
の

事
業
の
充
実
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

（
元
町
・
九
里
靖
子
・
5
3
歳
）

ａ

　

高
齢
化
社
会
に
向

け
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
た
め
に
、
お
年
寄
り
を
対
象

に
し
た
事
業
を
関
係
機
関
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
感
謝
の
言

葉
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
家
で
生

活
さ
れ
て
お
ら
れ
る
身
体
の
弱
い

お
年
寄
り
に
対
し
、
心
身
機
能
の

維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
聖
和
園

で
入
浴
、
給
食
な
ど
の
各
種
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
登
録
制
と
な
っ
て

お
り
、
現
在
二
百
二
十
六
人
の
方

が
登
録
さ
れ
、
順
番
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

申
込
先
は
、
市
福
祉
事
務
所
・
市

社
会
福
祉
協
議
会
・
聖
和
園
で
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

市
で
は
こ
の
事
業
の
ほ
か
に
も
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
（
短
期
保
護
）
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（
家
庭
奉
仕
貝

派
遣
）
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

福
祉
事
務
所
（
酋
6
6
・
―
―
―
―

内
線
4
7
3
・
4
7
4
）
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

　

（
福
祉
事
務
所
長
土
谷
春
栄
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
は
が
き
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
●
氏
名
。
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
さ
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
I
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
唇
Ⅲ
大
野
市

天
神
町
一
－
一
大
野
市
役
所

総
務
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

急が鴎歌

消
防
団
員
の
誇
り
を
胸
に
三
十
年

上
本
英
二
さ
ん
（
5
7
歳
・
中
野
）

　

土
本
英
二
さ
ん
は
、
現
在
大

野
地
区
消
防
組
合
大
野
消
防
団

副
団
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
三
十
年
前
に
第
二
分

団
の
団
員
と
な
っ
て
以
来
、
火

災
や
風
水
害
の
発
生
と
同
時
に

出
動
。
い
ち
早
く
地
域
住
民
の

安
全
確
保
に
努
力
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

　

中
で
も
印
象
深
い
の
が
昭
和

四
十
年
九
月
の
西
谷
村
風
水
害

だ
そ
う
で
す
。
市
内
の
あ
ち
こ

ち
で
河
川
が
氾
濫
し
、
土
本
さ

ん
の
自
宅
も
床
下
ま
で
浸
水
。

も
ち
ろ
ん
土
本
さ
ん
は
、
消
防

団
員
と
し
て
救
助
・
復
旧
活
動

に
専
念
。
東
大
月
で
は
床
上
ま

で
増
水
し
、
舟
を
使
っ
て
地
区

民
を
救
出
す
る
な
ど
、
三
日
間

は
徹
夜
と
な
り
、
文
字
ど
お
り

不
眠
不
休
の
命
が
け
の
活
動
だ

っ
た
そ
う
で
す
。

　

四
月
八
日
に
行
わ
れ
た
春
季

消
防
総
合
訓
練
で
、
日
本
消
防

協
会
か
ら
栄
え
あ
る
功
績
章
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
授
賞
後
、

土
木
さ
ん
は
「
辛
い
と
き
も
幾

度
か
あ
り
ま
し
た
が
、
周
り
の

人
に
支
え
ら
れ
、
辛
抱
し
て
や

っ
て
き
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た

こ
の
仕
事
は
、
家
族
や
住
民
の

理
解
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神

が
な
い
と
務
ま
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
消
防
団
員
と
し
て
誇

り
を
も
っ
て
、
若
い
団
員
の
指

導
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

●
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

期
間
5
月
1
2
日
～
6
月
9
日
毎

　

週
日
曜
午
前
9
時
～
1
2
時

場
所
5
月
1
2
・
1
9
日
キ
ン
レ
イ

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
5
月
2
6
日
・

　

6
月
2
・
9
日
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ

　

ラ
ン
ド

対
象
硬
式
テ
ニ
ス
を
習
い
た
い

　

人
な
ら
ど
な
た
で
も

費
用
―
、
0
0
0
円

定
員
4
0
人

服
装
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
服
装
、

　

テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト

　

は
各
自
持
参

申
込
先
酒
井
商
事
春
日
G
S

　

豊
6
6
・
3
2
1
2
（
午
後
1
時

　

～
7
時
ま
で
）

・
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
大
会

日
時
5
月
1
9
日
⑧
午
前
1
0
時
～

場
所
大
野
青
年
の
家
体
育
館

参
加
費
無
料

試
合
方
法
▽
団
体
戦
6
人
で
1

　

千
－
ム
と
し
ダ
ブ
ル
ス
3
ゲ
ー

　

ム
介
一
本
3
セ
ッ
ト
）
男
女
別

　

リ
ー
グ
戦
▽
個
人
戦
－
男
女

　

別
ダ
ブ
ル
ス
言
一
本
I
セ
ッ
ト
）

表
彰
3
位
ま
で

締
切
5
月
1
2
日
⑧

申
込
先
大
野
青
年
の
家
（
中
野

　

5
7
－
6
豊
6
5
・
7
1
0
3
）

※
昼
食
は
各
自
持
参



春日児童センターが完成

　

市が建設を進めていた春日児

童センターが完成し、3月27日

に落成式が行われました。老朽

化したことや蚊地面積が狭いこ

とから、日吉町に移転新築した

ものです。鉄骨平屋建て396平

方しのセンターには、遊戯室・

工作室・図書室などがあります。

総事業費は5，897万円で、一部厚

生年金・国民年金積立金還元融

資を受けて建てられました。

1
1
1

1
一
6
6
容

係聴広報広課務総

7・どもたちに大人気

　　

四・’「ゝ〃

　

「子どもたちに安全でおいしい

手作りみそを」と小学校の調理

師さんが発案したみそづくりが

今年も行われました。3月27日、

小・中規模小学校5校の調理師

さんらが阪谷公民館に集合。こ

うしにつぶした大豆と塩を混ぜ

合わせ、大豆の煮汁で耳たぶは

どの柔らかさに練り上げて樽に

仕込みました。半年ほど熟成さ

せた後、給食に使われます。

地
元
企
業
就
職
者
に
最
初
の
奨
励
金
を
交
付

　

四
月
三
日
、
若
年
者
地
元
企
業
就
職
激
励
会
が
市
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

若
年
労
働
者
の
流
出
防
止
と
U
タ
ー
ン
の
促
進
を
目
的
に
、
市
と
企
業
が
一
体

と
な
っ
て
昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た
地
元
企
業
就
職
奨
励
金
が
市
長
か
ら
一
人
ひ
と

り
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
年
度
交
付
対
象
者
は
七
日
四
十
三
人
、
こ
の
う
ち
昨

年
四
月
の
新
卒
者
六
十
六
人
が
出
席
し
、
企
業
代
表
者
か
ら
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

万一に備え

練訓
合
総
防
消
季
春

　

大
野
地
区
消
防
本
部
と
大
野
消
防

団
の
春
季
消
防
総
合
訓
練
が
四
月
八

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防
団
員
三

百
六
十
五
名
と
消
防
車
や
工
作
車
な

ど
三
十
四
台
が
、
午
前
九
時
の
合
図

で
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
出
動
。
南

部
土
地
区
画
の
こ
ぶ
し
通
り
で
一
斉

に
放
水
。
訓
練
を
知
ら
な
か
っ
た
近

く
の
市
民
も
家
か
ら
飛
び
出
し
て
、

団
員
ら
の
迅
速
な
放
水
作
業
を
頼
も

し
げ
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

むらづぐりの拠点

中保に集落センター

　

中
保
（
8
4
戸
）
に
、
木
造
平
屋
建

て
約
2
0
3
平
方
‥
い
の
集
落
セ
ン
タ

ー
が
完
成
し
ま
し
た
。
集
会
場
が
老

朽
化
し
、
新
築
の
機
運
が
高
ま
っ
た

の
を
機
に
「
中
保
環
境
整
備
組
合
」

を
設
立
、
昨
年
1
0
月
に
着
工
し
ま
し

た
。
会
議
室
・
小
ホ
ー
ル
・
図
書
室

・
談
話
室
・
調
理
実
習
室
が
設
け
ら

れ
、
む
ら
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
区

民
の
交
流
や
研
修
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

総
事
業
費
は
約
二
千
三
百
万
円
。

励遇19j§jyjjSJ勁］



SIし1し遇1し痴言陥

つばめの便り第一報は

　　

榎の馬道さん

　

県自然保護センターが一般県民を対

象に募集していた「つばめの便り」第

一報は、3月4日榎の馬道友一さんが

確認。昨年の第一報は2月20日でやは

り大野市内でしたが、2月の強い寒波

の影響で初認日は例年に比べ遅れてい

ます。馬道さんの納屋には毎年巣がか

けられるため、格子窓のガラス、の一枚

がはずされています。

身近な話題をお知らせください。

モデル撮影会に
大勢のカメラマン

　

亀山さくらまつり最終日の4月14日

は、モデル撮影会やそばの早食い競争

などで賑わいました。花冷えの天気で

したが、お弁当を持った家族連れが、

整備された広場のあちこちで昼食。

モデル撮影会では、県内から集まった

大勢のアマチュアカメラマンが、自慢

の愛機で2人のモデルさんに、ポーズ

をつけながらシヤッターを切っていま

した。

市
民
待
望
の
総
合
体
育
施
設
が
落
成

　

昨
年
二
月
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
「
総
合
体
育
施
設
・
エ
キ
サ
イ
ト
広

場
」
が
完
成
。
四
月
十
じ
日
に
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
屋
根
広
場
で
山
内

市
長
ら
が
テ
ー
ブ
カ
ヴ
ト
、
体
育
館
で
の
式
典
に
は
関
係
者
ら
三
百
人
が
出
席
し

完
成
を
祝
い
ま
し
た
、
屋
内
7
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て
約
ト
八
億
四
千
万
円
を
か

け
た
こ
の
施
設
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

円山公園の芝生広場に

　

木製遊具お目見え

　

六
呂
師
の
円
山
公
園
芝
生
広
場
の

一
角
に
木
製
の
遊
具
が
完
成
し
ま
し

た
。
宝
く
し
の
普
及
広
報
事
業
を
行

う
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
市
が

助
成
を
受
け
て
設
置
し
た
も
の
で
す

事
業
費
は
、
二
I
五
万
円
。
休
日
は

家
族
連
れ
の
行
楽
客
で
賑
わ
う
ほ
か
、

近
く
の
六
呂
師
保
育
園
の
園
児
た
ち

も
と
き
ど
き
訪
れ
、
で
き
た
ば
か
り

で
本
の
香
り
が
す
る
遊
具
で
歓
声
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

「広報おおの」テープに吹き込み

　

視覚障害者に贈呈

　

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
摩
那
の
会
」

が
4
月
1
8
日
、
「
広
報
お
お
の
」
を
朗

読
し
て
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
吹
き
込

み
、
視
力
障
害
者
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

市
社
協
主
催
の
朗
読
養
成
講
座
生
1
0

人
が
、
講
座
終
了
後
も
発
声
や
ア
ク

セ
ン
ト
の
勉
強
を
続
け
、
こ
の
ほ
ど

会
を
結
成
。
手
分
け
し
て
A
4
判
1
6

ペ
ー
ジ
の
広
報
紙
を
読
み
上
げ
て
録

音
し
、
毎
月
一
回
声
の
広
報
を
届
け

よ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
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●
初
級
手
話
講
習
会

　

市
福
祉
事
務
所
で
は
、
初
心
者

で
聴
覚
障
害
者
な
ど
の
福
祉
に
理

解
と
熱
意
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

手
話
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
間
5
月
1
5
日
～
8
月
2
1
日
の

　

毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
～
9

　

時
会
場
大
野
有
終
会
館
ボ
ラ
ン
テ

　

イ
ア
室

受
講
料
無
料

定
員
2
0
人

締
切
5
月
1
0
日
面

申
込
先
市
福
祉
事
務
所
福
祉
係

　

酋
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
7
4

●
県
政
バ
ス
教
室

　
　
　
　

（
若
狭
路
号
）

日
時
5
月
1
7
日
面
集
合
J
R
大

　

野
駅
午
前
8
時
5
0
分

コ
ー
ス
大
野
駅
前
～
園
芸
試
験

　

場
～
西
福
寺
～
原
子
カ
セ
ン
タ

　

ー
ー
～
大
野
駅
前
（
午
後
5
時
着

　

予
定
）

対
象
1
6
歳
以
土
で
団
体
行
動
に

　

支
障
の
な
い
人

参
加
費
1
2
0
円
（
拝
観
料
）

持
ち
物
昼
食
・
水
筒
・
筆
記
用
具

定
員
先
着
5
4
人

申
込
方
法
一
人
一
枚
の
往
復
は

　

が
き
で
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　

電
話
番
号
・
出
発
日
・
出
発
地

　

を
明
記
し
、
〒
m
福
井
市
大
手

　

3
丁
目
1
7
－
―
県
庁
広
報
課
県

　

民
相
談
室
へ
。

●
大
野
市
の
行
政
相
談
員
は

吉
田
と
み
子
さ
ん

三
宅
嵩
さ
ん

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
道
路

や
河
川
の
整
備
、
環
境
衛
生
な
ど

の
仕
事
に
苦
情
や
要
望
・
意
見
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

「
苦
情
は
あ
る
が
、
直
接
役
所
に

言
い
に
く
い
」
「
ど
こ
へ
申
し
出
た

ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い

う
方
は
、
行
政
相
談
貝
に
申
し
出

て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

行
政
相
談
員
は
法
律
に
基
づ
き
、

総
務
庁
長
官
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民

間
の
有
職
者
で
す
。
相
談
は
秘
密

厳
守
で
無
料
で
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

吉
田
（
本
町
豊
6
6
・
3
2
6
1
）

三
宅
（
天
神
豊
6
5
・
0
5
8
4
）

●
国
税
専
門
官
募
集

資
格
昭
和
3
9
年
4
月
2
日
～
昭

　

和
4
5
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

学
力
大
学
卒
業
程
度

受
付
郵
送
5
月
1
日
⑥
～
5
月

　

2
0
日
⑧
（
消
印
有
効
）
、
持
参
5

　

月
1
3
日
⑧
～
5
月
2
0
日
⑧
受
付

　

時
間
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　

（
①
は
1
2
時
ま
で
、
⑧
を
除
く
）

試
験
日
一
次
－
7
月
6
日
①
・

　

7
日
⑨
、
こ
次
－
9
月
5
日
④

　

・
6
日
面

会
場
金
沢
市

採
用
数
全
国
で
約
6
2
0
人

合
格
発
表
一
次
－
8
月
1
9
日
⑧
、

　

最
終
―
‐
9
月
2
6
日
④

申
込
用
紙
請
求
先
金
沢
国
税
局

　

人
事
第
こ
課
ま
た
は
お
近
く
の

　

税
務
署
総
務
課

申
込
書
提
出
先
金
沢
国
税
局
人

　

事
第
こ
課

問
合
せ
先
金
沢
国
税
局
人

　

事
第
こ
課
〒
9
2
0
金
沢
市
広
坂

　

2
－
2
－
6
0
容
0
7
6
2
・
3
1

　

・
り
乙
1
9
a
l
内
線
C
O
t
―
I
e
n

　

大
野
税
務
署
総
務
課
〒
9
1
2
城

　

町
7
－
2
8
酋
6
6
・
2
1
8
0

・
食
生
活
改
善
推
進
員

　

養
成
講
座

　

成
人
病
の
予
防
に
は
、
ま
ず
食

生
活
の
改
善
が
大
切
で
す
。
市
で

は
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る

た
め
の
講
座
を
次
の
と
お
り
開
き

ま
す
。

期
間
6
月
か
ら
平
成
4
年
3
月

　

ま
で
毎
月
―
回
開
催

会
場
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
婦
人
な
ら
ど
な
た
で
も

内
容
健
康
、
栄
養
、
食
品
な
ど

　

に
つ
い
て
の
講
話
と
成
人
病
予

　

防
食
の
実
習
等

定
員
3
0
人

申
し
込
み
5
月
3
1
日
固
ま
で
に

　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
容
6
5
・
7

　

3
3
3
）
ふ
ま
で
。

●
学
生
の
皆
さ
ん
、
い
よ
い
よ

　

国
民
年
金
一
年
生
／

　

今
年
の
四
月
か
ら
、
二
十
歳
以

土
の
大
学
生
や
専
修
学
校
生
な
ど

は
、
国
民
年
金
に
必
ず
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

学
生
の
場
合
は
、
親
元
か
ら
通

学
し
て
い
る
場
合
や
親
元
を
離
れ

て
下
宿
等
で
生
活
を
し
て
い
る
ヶ

－
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の

場
合
も
住
民
登
録
を
し
て
あ
る
市

町
村
役
場
で
加
入
の
手
続
き
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
住
民
登
録

が
親
元
で
、
実
際
の
居
住
地
が
別

の
場
合
は
、
親
な
ど
が
代
わ
っ
て

加
入
手
続
き
を
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

三
月
中
旬
に
、
こ
十
歳
以
土
の

学
生
と
思
わ
れ
る
方
へ
市
町
村
役

場
か
ら
資
格
取
得
届
（
は
が
き
）

が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
所

定
の
事
項
を
記
入
し
、
印
鑑
を
押

し
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
市
民
課
年
金
係
ま
で
。

交通

　

安全

φ
’
・
ヅ
ク

＾
＾
＄
＾
＾
．
v
≪
■

行
楽
シ
ー
ズ
ン
は

　

交
通
事
故
多
発

　

い
よ
い
よ
行
楽
シ
ー
ズ
ン
到
来

で
す
。
同
時
に
、
痛
ま
し
い
死
傷

事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
聞
か
れ

る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
楽
し
い

家
族
旅
行
や
友
達
と
の
ド
ラ
イ
ブ

が
楽
し
い
思
い
出
に
な
る
よ
う
次

の
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
安
全
運
転
に

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
必
ず
安
全
速
度
を
守
る

▼
カ
ー
ブ
の
手
前
で
は
ス
ピ
ー
ド

　

を
落
と
す

▼
交
差
点
で
は
徐
行
し
、
必
ず
安

　

全
確
認

▼
一
時
停
止
を
厳
守
し
、
横
断
歩

　

行
者
の
安
全
を
守
る

▼
飲
酒
運
転
は
厳
禁

　

シ
に
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
は
、
ド

ラ
イ
バ
ー
と
助
手
席
に
乗
る
人
に

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
後

ろ
の
同
乗
者
に
も
着
用
さ
せ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
型
連
休
で
出
か
け
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
す
が
、
気
持
ち
に
ゆ

と
り
を
も
っ
て
「
慌
て
ず
・
焦
ら

ず
・
浮
か
れ
ず
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

し
、
落
ち
着
い
た
運
転
を
し
て
く

だ
さ
い
。
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身体障害者のタクシー運賃割引制度

　

今年4月からのタクシー運賃の

改正に伴い、身体障害者にま対する

タクシー運賃が割り引きされるこ

とになりました。

　

《割引内容》

◆身体障害者自身が乗車した区間

に限り、運賃の1割が割り引きさ

れま栗

◆お迎え回送料金、有料道路通行

料金及び駐車料金は、割引の対象

とはなりません。

◆割引を受けることができるのは、

身体障害者手帳の交付を受けてい

る方で友

　

《割引方法》

◆タクシーに乗車したときに、身

体障害者手帳を乗務貝に提示して

ください（提示のない場合は割引

できません）。

◆「身体障害者タクシー運賃割引

申込書」に氏名・身体障害者手帳

番号などを記入し、降りるときに

乗務員にお渡しください。

◆申込書は、市福祉事務所やタク

シー会社に備えてあります。タク

シーの営業に迷惑にならないよう

事前に必要事項を記入してご利用

ください。

●
来
年
の
歌
会
始

　
　
　

お
題
は
「
風
L

　

来
年
の
一
月
に
宮
中
で
開
か
れ

る
歌
会
始
の
お
題
は
「
風
」
と
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
宮
内
庁
で
は
、

国
民
か
ら
の
詠
進
歌
に
関
す
る
要

領
を
定
め
て
い
ま
す
。

①
自
作
の
歌
で
一
人
一
首
と
し
。

　

未
発
表
の
も
の

②
用
紙
は
半
紙
（
和
紙
）
と
し
。

　

毛
筆
で
自
書

③
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め

自
筆
で
き
な
い
場
合
は
代
筆
も

可
。
た
だ
し
、
別
の
紙
に
代
筆

の
理
由
、
代
筆
者
の
住
所
・
氏

名
を
書
い
て
詠
進
歌
に
添
付

点
字
で
の
詠
進
も
可

④
書
式
は
半
紙
を
横
長
に
し
、
右

　

に
お
題
と
歌
、
左
に
郵
便
番
号
、

　

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
職

　

業
を
縦
書
き
で
（
図
参
照
）

詠
進
期
間
9
月
3
0
日
ま
で

あ
て
先
〒
1
0
0
千
代
田
区
千
代
田

　

―
－
1
宮
内
庁
（
封
筒
に
「
詠

　

進
歌
」
と
記
入
）
へ

●
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

「
浪
漫
ち
つ
く
散
歩
道
」

　

市
と
市
観
光
協
会
で
は
、
五
月

末
ま
で
「
山
あ
い
の
小
京
都
浪

漫
ち
っ
く
散
歩
道
」
と
題
し
て
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
中
で
す
。

　

大
野
駅
・
寺
町
（
善
導
寺
）
・
七

間
朝
市
・
郷
土
歴
史
館
。
大
野
城

●
御
清
水
・
朝
倉
義
景
墓
所
。
歴

史
民
俗
資
料
館
に
ス
タ
ン
プ
台
を

設
置
。
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
記

念
品
が
も
ら
え
ま
す
。

　

観
光
客
が
見
え
た
ら
、
こ
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ン
プ
手
帳
（
無
料
）
は
、
大

野
駅
・
商
工
会
議
所
・
市
観
光
課

。
郷
土
歴
史
館
・
観
光
協
会
で

●
陶
芸
し
ま
せ
ん
か

　

下
庄
公
・
文
化
講
座

期
間
6
月
～
1
月
（
8
ヵ
月
）

　

毎
月
第
1
月
・
火
午
後
7
時

　

～
9
時

会
場
下
庄
公
民
館

対
象
陶
芸
を
始
め
た
い
市
民

講
師
大
森
正
人
氏

会
費
月
額
一
、
〇
〇
〇
円
程
度

　

粘
土
代
は
実
費

定
員
1
5
人

申
込
先
下
庄
公
民
館
へ
電
話
で

　

（
容
6
6
・
2
1
4
2
）
申
し
込
み

　

順
で
受
け
付
け
、
定
員
に
な
り

　

次
第
締
め
切
り
ま
す

準
備
物
エ
プ
ロ
ン
ー
バ
ケ
ツ
・

　

古
タ
オ
ル
・
汚
れ
て
も
よ
い
服

　

装
で

・
補
聴
器
更
生
相
談

　

身
体
障
害
者
の
方
な
ど
（
障
害

者
手
帳
の
有
無
に
関
係
な
く
）
を

対
象
に
補
聴
器
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
時
5
月
2
7
日
⑧
午
後
1
時
～

　

3
時

会
場
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
補
聴
器
の
相
談
や
点
検
と

　

修
理

費
用
無
料
（
補
聴
器
の
修
理
は

　

実
費
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り

　

ま
す
）

問
合
せ
先
市
福
祉
事
務
所
福
祉

　

係
容
6
6
・
－
1
1
1
内
線
4
7

　

3
。
4
7
4
ふ
ま
で

●
B
8
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

行
事
案
内

★
プ
ー
ル
開
き

　

今
年
も
5
月
2
5
日
か
ら
プ
ー
ル

が
使
用
で
き
ま
す
。
6
月
ま
で
の

間
で
、
夜
間
気
温
が
低
い
と
き
は

閉
鎖
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

期
間
9
月
2
9
日
ま
で
。
毎
週
月

　

曜
と
9
月
1
7
・
2
4
日
は
休
館

時
間
午
前
の
部
9
時
～
1
9
］
時

　

午
後
の
部
1
時
～
5
時
夜
間

　

の
部
6
時
～
9
時

料
金
▼
中
学
生
以
下
午
前
・

　

午
後
と
も
五
〇
円
夜
間
一
〇

　

〇
円
▼
高
校
生
。
一
般
午
前

　

の
部
一
〇
〇
円
午
後
の
部
一

　

五
〇
円
夜
間
の
部
二
〇
〇
円

★
子
供
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

日
時
5
月
1
8
日
①
午
後
1
時
3
0

　

分
～
4
時

場
所
B
＆
G
体
育
館

対
象
小
学
生
・
幼
児
（
幼
児
は

　

保
護
者
同
伴
）

内
容
映
画
・
ゲ
ー
ム
・
ク
イ
ズ

参
加
料
無
料

★
体
験
航
海
「
少
年
の
船
」

期
間
8
月
2
4
日
～
3
0
日

寄
港
地
沖
縄

対
象
小
学
6
年
生
及
び
中
学
生

　

の
健
康
な
男
女

募
集
人
数
2
人
（
大
野
市
）

参
加
費
5
万
円

締
切
5
月
1
5
日
④

　

詳
細
は
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

稲
郷
4
3
‐
1
7
1
1
豊
6
4
●
1
3
1
1
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図
榎

　

榎
の
地
名
は
、
一
里
塚
の
大
榎
に
由
来
し

斉
藤
重
雄
初
代
市
長
が
名
付
け
親
で
す
。
大

榎
が
市
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
の
は
、

昭
和
三
十
三
年
で
す
。
そ
の
後
老
朽
化
が
目

立
ち
危
険
に
な
っ
た
た
め
に
伐
採
さ
れ
、
代

わ
り
に
苗
木
が
昭
和
五
十
五
年
に
植
え
ら
れ
、

幹
の
太
さ
が
十
セ
ン
チ
以
上
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
と
け
は
ら
ゆ
が
く
ず

　

仏
原
ダ
ム
で
水
没
し
た
仏
原
・
湯
上
・
葛

原
の
人
々
が
、
昭
和
三
十
二
年
に
移
住
し
ま

し
た
。
他
の
地
域
か
ら
移
住
し
た
人
々
を
含

め
て
現
在
二
十
七
戸
で
す
。
榎
神
社
の
隣
り

に
は
、
木
4
原
開
拓
記
念
碑
が
建
っ
て
お
り
、

碑
文
か
ら
大
が
か
り
な
事
業
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
開
拓
さ
れ
る
前
は
、
こ
の

あ
た
り
は
う
っ
そ
う
と
し
た
森
林
が
広
が
り

本
本
へ
通
じ
る
細
い
道
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

一
回
目
の
田
圃
基
盤
整
備
の
あ
と
、
第
二
回

の
基
盤
整
備
で
一
枚
の
田
圃
が
約
一
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
大
き
さ
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
集
落

に
限
ら
ず
、
大
型
機
械
購
入
資
金
、
採
算
性
、

農
業
後
継
者
な
ど
共
通
す
る
問
題
が
あ
る
よ

う
で
す
。

　

こ
の
集
落
に
は
安
川
姓
が
多
い
で
す
が
、

仏
原
出
身
の
安
川
四
之
作
さ
ん
は
発
電
所
で

か
っ
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
平
家
物
語
に

も
書
か
れ
て
い
る
仏
御
前
の
こ
と
、
琴
洞
僑

が
架
け
ら
れ
る
前
は
舟
で
渡
っ
た
こ
と
や
移

住
の
時
の
様
子
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
安
川
さ

ん
は
日
本
傷
痍
軍
人
会
の
会
員
で
、
県
内
に

は
約
ぼ
名
い
る
そ
う
で
す
。
全
国
の
仲
間
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
南
米
を

訪
問
し
、
同
じ
立
場
の
人
と
交
流
し
ま
し
た
。

中
国
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
戦
争
体
験
や
海

外
旅
行
の
想
い
出
を
胸
に
秘
め
て
、
三
人
の

お
孫
さ
ん
の
成
長
が
楽
し
み
だ
そ
う
で
す
。

市民のうごき
4月1日現在 前月比

世帯数 11．281世帯 －14世帯

42，160A －139入

入目 男 20，182入 －72入

女 21，978人 －67人

3巾pの異動
転入 176入 出世 29入

転出 310入 叱已 34入

市内の交通事故状況（年頭ヵヽら・計）

件数内訳
平成3年　
3月末
平成2年　
3月末

増減

総件数 114件 77件 ＋37件

八

身
令

故

件数 31件 31件 土O件

叱者 O入 1人 －1入

傷者 35人 37人 ー2人

物相嘔故 83件 46件 ＋37件

表
紙
の
こ
と
ば

　

弓
道
場
落
成
記
念
射
会
で
。

　

「
斟
即
の
儀
」
な
ど
の
演
武
射

礼
が
行
わ
れ
、
射
手
、
太
刀
持

ち
な
ど
7
人
が
鎌
倉
時
代
の
武

家
の
式
服
姿
で
登
場
。
桐
の
木

で
作
っ
た
鏑
を
矢
先
に
つ
け
た

矢
が
放
た
れ
ま
し
た
。
平
安
朝

の
こ
ろ
か
ら
、
邪
気
を
払
い
無

病
息
災
と
平
和
を
招
く
も
の
と

し
て
儀
式
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

編
集
後
記

　

先
の
人
事
異
動
で
、
広
報
の

超
ベ
テ
ラ
ン
平
鍋
さ
ん
が
他
の

課
へ
代
わ
り
、
後
任
に
全
く
広

報
に
縁
の
な
か
っ
た
私
か
、
お

世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
毎
日

戸
惑
い
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

前
任
者
の
域
に
少
し
で
も
近

づ
く
よ
う
一
生
懸
命
努
力
い
た

し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
（
深
田
）

鶏見肌

　

新
緑
の
時
節
、
何
十

匹
も
の
コ
イ
ノ
ボ
リ
が
、

派
手
や
か
な
色
彩
を
散

ら
つ
か
せ
つ
つ
、
広
大

無
辺
の
青
天
に
遊
泳
し

て
い
る
の
を
あ
る
村
で

見
た
。
さ
わ
や
か
な
風
に
全
身
を
ゆ
だ
ね
て
、

時
に
は
も
つ
れ
た
り
、
ほ
ぐ
れ
た
り
し
て
い
た
。

子
供
が
大
き
く
な
り
押
し
入
れ
の
隅
か
ど
こ
か

に
ペ
シ
ヤ
ン
コ
に
な
っ
て
眠
っ
て
い
る
コ
イ
を

村
じ
ゅ
う
か
ら
集
め
て
来
て
、
あ
の
よ
う
に
ロ

ー
プ
を
水
平
に
張
っ
て
泳
が
せ
た
の
か
と
思
っ

て
眺
め
て
い
た
▼
端
午
の
節
句
に
男
子
の
出
生

を
祝
っ
て
コ
イ
ノ
ボ
リ
を
立
て
る
風
習
は
、
江

戸
中
期
以
降
に
現
わ
れ
た
と
い
う
。
武
士
が
尚

武
の
気
風
を
養
う
日
と
し
て
、
旗
指
し
物
な
ど

の
武
家
飾
り
を
門
口
に
立
て
た
の
に
対
抗
し
て
、

町
人
が
コ
イ
を
ノ
ボ
リ
と
し
て
立
て
た
の
が
始

ま
り
だ
そ
う
だ
。
そ
の
当
時
の
コ
イ
は
紙
製
で
、

長
さ
も
せ
い
ぜ
い
五
十
セ
ン
チ
前
後
だ
っ
た
ら

し
い
。
布
地
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
使
い
巨
大
な

コ
イ
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
期

以
降
か
ら
だ
と
い
う
？
元
来
コ
イ
は
急
な
流
れ

の
な
い
泥
地
を
好
ん
で
住
む
魚
だ
か
ら
、
関
門

を
滝
登
り
し
て
竜
に
な
っ
た
か
ど
う
か
怪
し
い

け
れ
ど
、
立
身
出
世
の
象
徴
と
し
て
立
て
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
ヒ
ノ
キ
の
丸
太
な

ど
の
先
端
に
い
‥
へ
車
を
付
け
て
、
土
か
ら
吹
き
流

し
、
マ
ゴ
イ
、
ニ
シ
キ
ゴ
イ
の
順
に
流
す
の
が

定
法
だ
と
い
う
が
、
現
今
で
は
伸
縮
自
在
の
サ

オ
に
大
小
の
コ
イ
が
四
、
五
匹
、
面
白
勝
手
に

泳
い
で
い
る
よ
う
だ
▼
先
月
の
下
旬
、
新
掘
川

に
も
越
冬
し
て
い
た
コ
イ
が
百
二
十
匹
里
帰
り

し
た
が
、
川
に
泳
い
で
い
る
コ
イ
も
空
の
コ
イ

に
負
け
ず
に
増
え
続
け
て
ほ
し
い
。
（
N
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
総
務
課
広
報
広
聴
係
（
豊
6
6
：
－
1
1
1
）
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